
 

身近な植物の生活史・形態・生態をともに学びながら探る 

 

    

主な内容 

      １ 植物の雌雄性 

      ２ 果実（種子散布装置）の多様性 

       ３ 簡易苔テラリウムの紹介 

有性生殖を行う生物において、生殖可能な相手を規定する生物学的な区分を「性」と 

いいます。種子植物の「性」を花の性だけでなく、配偶体の性、胞子体の性を含めて 

考えます。また、子房を獲得して、さまざまな果実をつくることを可能にした被子植 

物の多様性を見つめます。さらに、次回の蘚苔類の講座に向けて、簡易苔テラリウム 

を紹介します。 

 

講師：小林富一郎 山梨県植物研究会会長・植物研究家  

受講料 無料 

申込・問合せ： 

山梨県植物研究会事務局 yama.syoku.ken@gmail.com  

武田の杜サービスセンター takedanomori@y-zouen.jp   

会場 ９月３０日（土） 甲府西公民館          ９：３０～１１：００ 

   １０月 ９日（月） 武田の杜サービスセンター  ９：３０～１１：００ 
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